
算数オンライン塾 10 月 2 日の問題 解説 
 

（１） 

 

（答え）3cm 

（２）三角形 ABF は底辺が 3cm の正三角形と同じ面積になります。 

三角形 CER は正三角形 EDR の 6 倍の面積になるので、 

四角形 BCEF は 1 辺が 10cm の正三角形から 1 辺が 4cm の正三角形１つ、1 辺が

3cm の正三角形 2 つ、１辺が 1cm の正三角形 6 つを引くことになるので 

10×10－4×4－3×3×2－1×1×6＝100－16－18－6＝60 です。 

三角形 ABF は 3×3＝9 ですから面積比は 9：60＝3：20 です。 

（答え）3：20 
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右図の通り、AB、CD、FE

の辺を延長すると正三角

形 PQR になります。 

BC＝4cmなのでQC＝４

cm、ED＝1cm ですから

DR も 1cm なので正三角

形 PQR は 1 辺 10cm の

正三角形なので AF＝AP

＝10－3－4＝3cm にな

ります。 


